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５日平成29年11月１
たからづか

宝
塚
の
風
物

中
山
荘
園
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
宝
塚
市
中
山
荘
園
1
2
Ｉ
2
9
8

　
ハ
角
形
の
墳
丘
を
持
ち
、
古
墳
の
変
化
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
遺
跡
。
飛
鳥
時
代
（
七
世
紀
中
頃
）

に
築
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
当
古
墳
は
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
写
真
・
広
報
委
員
／
長
谷
川
克
己
）
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当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業

の
社
会
的
意
義
、
お
よ
び
活
動
内
容
を

幅
広
く
市
民
の
方
々
や
お
仕
事
ご
依

頼
の
皆
様
方
へ
ご
理
解
を
い
た
だ
く

べ
く
、
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
、
当
セ
ン
タ

ー
入
会
促
進
・
就
業
機
会
の
拡
大
に
向

け
て
常
々
普
及
・
啓
発
の
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
を
よ
り
一

層
自
覚
し
て
更
に
成
果
を
上
げ
る
べ

く
1
0
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
に
位
置

づ
け
て
活
動
を
行
っ
た
。

◆
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
普
及
啓
発

　
活
動
を
実
施

　
例
年
、
1
0
月
に
「
シ
ル
バ
ー
の

日
」
を
定
め
て
普
及
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
る
が
、
本
年
は
1
0
月

２
目
（
月
）
早
朝
よ
り
生
憎
の
雨
に
も
関

わ
ら
ず
午
前
1
0
時
、
セ
ン
タ
ー
役
職
員
、

各
地
区
・
地
域
班
、
事
業
開
拓
員
、
就

業
機
会
剔
出
員
、
加
え
て
自
主
的
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
会
員
方
に
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
活
動
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
宝
塚
駅
、
お
よ
び
、
阪
急
宝
塚

駅
、
逆
瀬
川
駅
、
山
本
駅
周
辺
で
セ
ン

タ
ー
Ｐ
Ｒ
用
の
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
を
市
民
の
方
々
に
手
渡
し
を
行
い
、

予
定
の
時
間
一
杯
に
活
動
、
そ
の
後
は

駅
周
辺
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア

を
行
い
無
事
終
了
し
た
。

阪急宝塚駅前、右、阪急山本駅前）▲事業ＰＲ活動の様子(左、

◆
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
ー
開
催

　
1
0
月
２
１
目
（
土
）
、
当
初
の
予
定
通

り
事
業
開
拓
委
員
を
中
心
に
進
め
て
き

た
役
職
員
十
数
名
が
朔
７
時
に
乗
合
し
、

準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
や
が
て
準
備

も
整
い
、
９
時
に
本
本
常
務
の
挨
拶
で

フ
ェ
ア
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
数
目
前
か

ら
の
予
報
で
は
「
雨
」
が
伝
わ
っ
て
い
た

も
の
の
関
係
者
は
黙
々
と
準
備
を
進
め

て
い
た
。
既
に
２
張
り
の
テ
ン
ト
は
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
が
担

当
す
る
品
々
を
揃
え
た
頃
に
は
、
雨
が

降
り
姑
め
た
。

　
会
場
前
の
道
路
か
ら
も
目
立
つ
よ

う
に
配
置
し
た
テ
ン
ト
で
は
、
既
に
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ヤ
キ
ト
リ
が
用
意
さ

れ
て
い
た
。

　
他
方
の
ブ
ー
ス
で
は
お
な
じ
み
の

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
加
え
て
、
新
し
く
加

わ
っ
た
肉
ま
ん
、
あ
ん
ま
ん
、
ピ
ザ
ま

ん
も
集
客
の
効
果
て
き
め
ん
で
あ
っ
た
。

　
事
務
所
一
階
フ
ロ
ア
に
は
セ
ン
タ

ー
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
雨
に
も
関

わ
ら
ず
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
お
応
え
い
た
だ
き
、

只
々
感
謝
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
フ

ロ
ア
で
は
養
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
新
鮮
野
菜
・
新
米
の
販
売

も
あ
り
、
ｙ
」
ち
ら
は
近
隣
の
方
々
に
は

毎
回
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

　
荒
天
の
た
め
途
中
で
終
了
と
な
っ

た
が
天
候
と
共
に
諸
々
の
試
練
に
接
し

て
第
４
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
を
無
事
終

丁
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
開
拓
委
員
会
）▲木本常務の挨拶でスタート▲会場の模様

２
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◆
「
平
成
2
9
年
度
兵
庫
県
シ
ル

　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
推
進
大
会
」
を
開
催

　
平
成
2
9
平
淡
、
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
犬
合
が
1
0
月

1
9
目
（
本
）
、
1
3
時
～
1
6
時
、
神
戸
新

聞
根
方
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
は
古
材
理
事
長
、
本
本
常
務
を

け
じ
め
多
く
の
会
員
が
参
加
し
た
。

安
全
「
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
表
彰

　
当
セ
ン
タ
ー
は
諮
回
数
１
０
０
０
～
１
９

９
９
名
の
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
、
益
雅
歌
記
録
４

２
１
目
七
言
収
し
、
昏
確
言
富
谷
感
蕩
尽

　
古
刊
理
寄
席
か
当
セ
ン
タ
よ
器
裳
し
て

賞
杭
言
覚
け
ら
れ
几

　
な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
安
全
標
語
鏝

優
秀
賞
表
彰
、
永
年
会
員
表
彰
、
お
よ

び
永
年
役
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
あ
っ
た
。

安
全
標
語
最
優
秀
賞
表
彰

　
高
地
花
子

永
年
会
員
表
彰
【
１
５
年
表
彰
】

　
内
田
和
久
　
　
小
原
斌
行

　
瀬
社
家
隆
　
池
原
明

　
羽
山
淳
子
　
藤
井
悛
作

　
藤
井
雅
子
　
宮
武
禎
介

　
横
手
勝
弘
　
蘭
定
貞
夫

永
年
役
員
表
彰
【
８
年
表
彰
】

　
足
立
　
切

▲当日出席された皆さん

社
会
参
加
支
援
活
動

▲最優秀賞の高地会員

◆
「
希
望
の
家
」
運
動
会
の
お
手
伝
い

　
1
0
月
1
0
口
（
火
）
、
障
害
者
支
援
施

設
「
希
望
の
家
」
で
開
催
さ
れ
た
運
動
会

に
会
員
1
6
ネ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の
運
動
会

日
和
。
「
希
望
の
家
」
の
利
用
者
の
方
々
、

職
員
の
方
々
と
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
が
一
緒

に
な
っ
て
競
技
を
楽
し
み
、
中
で
も
パ

ン
食
い
競
走
、
綱
引
き
、
紅
白
玉
入
れ

に
は
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
の
風
さ
や

か
さ
ん
の
歌
と
ダ
ン
ス
の
シ
ョ
ー
に
会

場
は
一
肩
華
や
か
な
楽
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　
早
朝
の
テ
ン
ト
設
営
か
ら
後
片
付

け
ま
で
無
事
に
終
え
、
「
希
望
の
家
」
の

方
々
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
心
地
よ
い
疲
れ
と
清
々
し
さ
の
残
る

楽
し
い
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　●Ｊ．ノ．・　．．　　　’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ=ｊ　Ｓ芦－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿・　　　　　　　　　　　　　　　－一一　　　-Ttk

●i。－こー.aへ・皇！.-…………j=’｀i･

嶋
涼
子▲テント設営の様子

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者

板
貪
官
］
　
　
市
原
則
比
古

伊
藤
加
代
子
　
岡
村
旅

費
本
式
保
　
小
西
天
一
郎

高
瀬
紘
一
　
　
辻
敏
昭

中
井
一
巻
　
中
嶋
諒
子

中
西
進
　
　
西
由
希

西
口
弘
　
　
　
目
高
一
郎

丸
山
長
資
　
盛
柱
聯
太
郎

▲玉入れを一緒に

　
会
場
の
設
営
・
後
片
付
け
、
競
技
の

進
行
に
最
後
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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安
全
委
員
会
だ
よ
り

◆
８
月
～
９
月
の
事
故
内
容

　
　
　
　
平
成
2
9
年
９
月
末
現
在

前

年

度

ｽﾞJ

29果

／

４件
３
件

損

害

１件
０
伴

傷
害

　
８
月
～
９
月
は
損
害
・
傷
害
と
も

Ｏ
伴
で
し
た
。

◆
連
続
無
事
故
日
数
が
ス
ト
ッ
プ

　
昨
年
の
７
月
か
ら
続
い
て
い
た
連

続
無
事
故
日
数
が
1
0
月
1
4
日
（
土
）
に

発
生
し
た
傷
害
事
故
に
よ
っ
て
４
６
４

日
で
記
録
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
他
の
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
た
記
録

で
あ
り
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
作
業
に
あ
た
っ
て
、
正
し
い
服
装
を

す
る
。
作
業
前
に
準
備
体
操
を
行
い
身

体
を
柔
軟
に
す
る
。
斜
面
で
作
業
を
行

う
場
合
は
斜
面
の
上
下
で
並
ん
で
作
業

を
し
な
い
。
ま
た
、
安
定
し
た
足
場
を

確
保
す
る
。
そ
し
て
後
ろ
向
き
に
移
動

す
る
作
業
は
し
な
い
。
剪
定
バ
サ
ミ
や

ノ
コ
ギ
リ
な
ど
刃
物
等
は
作
業
ご
と
に

ケ
ー
ス
に
納
め
剥
き
出
し
に
し
な
い
。

グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
る
場
合
は
り
Ｉ

ダ
ー
の
説
明
や
合
図
を
よ
く
聞
き
、
一

人
で
行
っ
て
い
る
場
合
は
周
辺
に
気
を

配
る
な
ど
注
意
し
て
作
業
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
慣
れ
に
よ
る
油
断
は
と
て
も

危
険
で
す
。
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
は
本
人

だ
け
で
な
く
家
族
や
就
業
先
に
も
多
大

な
迷
惑
を
か
け
る
の
で
、
今
一
度
、
作

業
手
順
及
び
作
業
環
境
の
確
認
を
行
い
、

危
険
が
伴
っ
て
い
な
い
か
を
作
業
毎
に

確
認
す
る
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
全
会
員
が
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す

る
」
を
常
に
意
識
し
た
う
え
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
次
な
る
無
事
故
日
数
達
成

に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会
）

◆
交
通
安
全
シ
ニ
ア
自
転
車
大
会

　
９
月
2
9
目
（
全
）
、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
神
戸
に
て
兵
庫
県
交
通
安
全
シ
ニ
ア

自
転
車
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
宝
塚
市

の
競
技
大
会
で
優
勝
し
た
「
シ
ル
バ
ー

安
全
チ
ー
ム
」
が
出
場
し
た
。
借
し
く

も
入
賞
は
逃
し
た
が
、
県
大
会
と
い
う

大
き
な
舞
台
に
も
気
後
れ
せ
ず
堂
々
と

競
技
に
挑
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会
）

▲兵庫県大会に出場したシルバー安全チーム

　左から、金築、矢田、浅沼、丸尾の各会員

　　　　レ…………/…………､.:･･
.

とてﾀﾞ……jTjTTT7て7ぐ………=か=7jf°:ﾔ
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▲競技の様子

地
区
・
地
域
班
活
動

◆
良
元
３
の
２
地
域
班

　
仁
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
夏
ま

つ
り
が
７
月
2
7
目
（
本
）
、
1
3
時
か
ら

行
わ
れ
た
。
毎
年
行
わ
れ
る
但
例
の
夏

ま
つ
り
で
、
当
地
域
班
か
ら
は
毎
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
お
り
、
今
年

は
役
員
４
名
が
行
事
の
お
手
伝
い
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
皆
様
か
ら

は
大
い
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

◆
良
元
３
の
２
地
域
班

　
親
睦
会
を
開
催

　
８
月
１
目
（
火
）
、
1
7
吟
3
0
分
よ
り
、

宝
塚
ヮ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ビ
ア
ガ
上
ア
ン
で
有
志
親
睦
会
が
行

わ
れ
、
８
名
が
参
加
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

◆
良
元
３
の
３
地
域
班

　
1
0
月
５
目
（
本
）
、
９
時
～
１
１
一
時
、

３
名
が
参
加
し
、
仁
川
河
川
敷
お
よ
び

小
仁
川
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。
カ
ン
、

ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ズ
コ
ミ
袋
が
一

杯
に
な
り
、
ほ
か
に
も
ゴ
ミ
袋
ご
と
捨

て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ポ
イ
捨

て
マ
ナ
ー
の
悪
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

。£｡。

▲良元３の３の皆さん

４
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◆
長
尾
１
の
３
地
域
班

　
地
域
班
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
９
月
3
0
日
（
土
）
、
９
持
～
1
0
持
3
0

分
、
４
名
が
参
加
し
て
Ｊ
Ｒ
中
山
寺
駅

周
辺
の
清
掃
を
行
っ
た
。

媚Ｓ

◆
地
域
班
総
会
開
催
状
況

○
良
元
３
の
２
地
域
班

　
1
0
月
1
2
貝
古
、
1
0
時
3
0
分
～

　
1
2
時
ま
で
、
鹿
塩
会
館
に
て
開
催
。

　
９
名
出
席
。

地
域
班
の
活
動
報
告
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

互
助
会
だ
よ
り

◆
第
１
回
社
会
見
学

　
今
年
か
ら
異
な
る
行
程
を
２
回
に

分
け
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
京
都
御
所
と
漬
物
西
利
本
店
」

　
1
0
月
1
2
目
（
木
）
、
「
京
都
御
所
と

潰
物
言
利
本
店
」
の
社
会
見
学
を
行
い
、

会
員
・
職
員
合
わ
せ
て
4
3
名
が
参
加
し

た
。

▲左近の桜・右近の橘と紫宸殿

　
昨
年
よ
り
事
前
申
込
が
な
く
な
り

通
年
公
開
と
な
っ
た
東
都
御
所
は
明
治

天
皇
が
東
京
に
遷
都
さ
れ
る
ま
で
の
約

５
０
０
年
間
、
歴
代
天
皇
が
お
往
ま
い

に
な
ら
れ
、
儀
式
や
公
務
を
執
り
行
っ

た
由
緒
あ
る
場
所
で
あ
る
。

　
広
大
な
敷
地
に
建
つ
日
本
古
来
の

宮
殿
建
築
を
見
学
し
な
が
ら
歴
代
天
皇

の
歴
史
と
文
化
に
思
い
を
馳
せ
、
ま
た

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
本
々
や
庭
園
の

美
し
さ
に
は
厳
か
な
中
に
も
ひ
と
時
の

や
す
ら
ぎ
を
覚
え
た
。

　
幕
末
期
の
歴
史
的
な
大
舞
台
と
な

っ
た
京
都
御
所
は
当
時
の
歴
史
を
知
る

上
で
も
興
味
深
く
大
変
勉
強
に
な
っ
た

有
意
義
な
社
会
見
学
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
石
和
本
店
に
寄
り
、
京
漬

物
の
漬
け
込
み
風
景
の
見
学
と
ワ
イ
ン

の
試
飲
を
い
た
だ
き
帰
路
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
中
嶋
涼
子
）

◆
一
喜
命
コ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
９
月
1
5
日
（
金
）
、
本
年
３
回
目
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
大
宝
塚
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
行
っ
た
。
接
近
中
の
大
型
台
風
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
2
4
名
が
参
加
し
た
。
成

績
は
次
の
通
り
と
お
り
。

優
勝

二
位

三
位

大
森
茂
樹

山
地
純
二

篠
田
英
治

　
な
お
、
千
円
最
終
コ
ン
ペ
は
1
2
月
８

目
（
金
）
に
開
催
予
定
。

事
務
局
だ
よ
り

◆
生
活
支
援
講
習
会
を
実
施

　
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

協
会
主
催
の
6
0
歳
以
上
の
て
暇
市
民

を
対
象
に
し
た
生
活
支
援
講
習
会
が

1
0
月
４
目
（
水
）
か
ら
1
3
目
（
金
）
の
内

６
目
開
、
さ
ら
ら
仁
川
公
益
施
設
で
開

催
さ
れ
、
会
員
を
含
む
1
2
人
が
参
加
し

た
。
講
習
会
の
主
な
内
容
は
、
掃
除
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
、
調
理
食
品
衛
生
、
介
護

食
の
調
理
実
習
を
中
心
に
、
そ
の
他
傾

聴
口
Ｉ
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
宣
庭
介
護
術

等
、
幅
広
い
内
容
で
あ
っ
た
。

◆
会
員
の
状
況

　
（
入
退
会
者
は
８
月
～
９
月
、
そ
の
他

は
９
月
末
）

会　員　数 ９９０名

(男性会員数) ７５６名

汝性会員数） ２３４名

入会音数 10名

退会者数 44名

平均年齢 72乃歳

５
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配　分　金

支払い日のお知らせ

12月15日(金)

１月15目(月)

２月15目(木)

11月就業分

12月就業分

１月就業分

☆
お
願
い

　
就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業

完
了
後
す
み
や
か
に
、
ま
た
は
翌
月

の
３
目
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

☆
チ
ラ
シ
配
布
就
業
会
意
参
集

　
事
務
局
で
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の

配
布
が
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
就
業
可
能
な
方
は
事

務
局
に
「
希
望
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
事
務
局

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
員
の
ひ
ろ
ば

◆
良
き
哉
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
会
員
ｋ
３
６
６
９
　
長
谷
川
克
己

　
市
や
当
セ
ン
タ
ー
の
催
し
や
行
事

が
行
わ
れ
る
と
き
、
準
備
や
会
場
整
理

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
掛
け
が

あ
る
と
、
私
は
で
き
る
限
り
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
署
い
時
季
に
行
わ
れ
る
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
ク
・
末
広
中
央
公
園
で
の
駐
輪
場

の
整
理
、
ま
た
、
寒
空
で
の
キ
ヤ
ピ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
駐
車
場
の
整
理
な
ど
経
験

し
た
が
、
他
人
の
役
に
立
ち
、
世
の
た

め
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
と
感
慨
も
Ｉ

人
で
あ
る
。

　
最
近
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
減

っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ

つ
つ
、
い
ざ
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
に
参
加
す

る
と
シ
ル
バ
ー
会
員
の
元
気
な
姿
が
目

に
映
り
、
自
分
も
頑
張
る
う
と
奮
い
立

っ
て
い
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
。

　
今
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
顔
な

じ
み
に
な
っ
た
方
も
居
て
、
そ
う
い
っ

た
方
に
お
会
い
で
き
る
ｙ
」
と
も
楽
し
み

の
一
つ
で
あ
り
、
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
主
催

者
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
く
と
ま

た
来
年
も
、
と
思
い
返
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
川
　
　
柳

親
友
と
生
き
て
い
た
か
と
酒
を
飲
み

　
　
　
　
　
　
　
　
９
宣
告
　
博
彦

お
悦
い
の
ワ
イ
ン
の
リ
ボ
ン
子
を
想
う

　
　
　
　
　
　
　
　
９
織
出
　
茂

　
　
俳
　
　
句

あ
か
あ
か
と
重
さ
見
え
く
る
林
檎
圃

　
　
　
　
　
　
　
９
川
嶋
兼
雄

ハ
ー
　
ー
Ｊ
ｆ
　
ｆ
一
‘
ダ
’
ｙ

言
余
子
飯
崇
杵
で
あ
れ
犬
語
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
中
嶋
　
諒
子

小
形
大
士
引
か
れ
て
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
西
目
　
佐
代
子

少
年
の
夢
は
無
限
や
馬
肥
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
橋
本
　
千
津
子

泉
し
づ
比
の
言
い
い
ろ
い
ろ
文
化
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
羽
山
　
淳
子

満
犬
☆
生
聯
ぶ
か
汀
席
の
夜
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
輦
丸
山
　
良
質

本
桔
ら
し
言
言
⑤
の
赤
の
暖
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
９
安
井
修

山
肌
ケ
リ
ん
と
Ｉ
面
本
花
悦
く

　
　
　
　
　
　
　
９
柳
萍
義
昭

　
　
　
　
編
集
後
記

本
を
読
む
時
間
が
少
な
く
な
っ
た
。
本

は
好
き
だ
。
勿
論
、
堅
い
内
容
の
も
の

は
消
化
で
き
ず
、
極
く
一
般
的
な
も
の

ば
か
り
。
▼
本
に
入
り
込
ん
だ
切
っ
掛

け
は
、
中
学
一
年
生
の
と
き
図
書
係
を

指
名
さ
れ
た
時
の
テ
ー
マ
で
読
ん
だ

「
海
底
二
万
里
」
。
な
に
し
ろ
面
白
か
っ

た
。
そ
の
後
は
、
社
会
人
に
な
り
読
む

所
は
ほ
と
ん
ど
通
勤
の
車
中
で
あ
り
、

も
っ
ぱ
ら
文
庫
本
で
あ
っ
た
。
中
で
も

特
に
長
編
・
短
編
に
松
本
清
張
、
司
馬

追
太
郎
、
渡
波
正
太
郎
で
ｙ
あ
３
作
家

の
作
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
よ
う
に
す
ら

思
え
る
。
▼
他
方
、
書
く
ｙ
』
と
に
転
じ

れ
ば
年
賀
状
の
時
季
で
あ
る
。
現
役
を

終
わ
り
「
今
回
を
以
て
賀
状
は
お
し
ま

い
」
と
い
う
文
面
に
よ
く
接
し
、
ま
た

諸
々
の
事
情
で
そ
の
遣
り
取
り
が
年
々

減
っ
て
い
る
、
と
言
い
つ
つ
憂
き
世
の

中
で
の
お
付
き
合
い
は
別
に
し
て
生
き

て
い
る
内
に
会
っ
て
お
き
た
い
と
思
う

人
が
何
人
か
が
居
ら
れ
る
の
が
実
状
で

あ
る
。
▼
本
も
書
も
「
文
字
」
で
あ
る
。

今
を
生
き
、
尚
且
つ
文
字
に
係
わ
っ
て

居
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
そ
の
「
手
」
が

只
々
落
ち
る
ば
か
り
の
自
ら
を
思
い
知

ら
さ
れ
る
秋
（
と
き
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
広
報
委
員
／
長
谷
川
克
己
）

６
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白内障の多くは、目のレンズである水晶体が加齢や紫外線によって発生する活性酸素などにより白濁す

　ることで蔓立します。

緑内障は雁木という眼内の水分の圧力が高まり、視神経に異常をきたすことで発症します。

白内障の予防　　白内障を発症する年齢には個人差かおり、体質や遺伝もありますが、「野菜･果物より

　肉類の摂取が多い」「コレステロール値の高い食物をよく食べる」などの偏った食生活の影響も大きい

　とされています。また、喫煙やアルコールの飲みすぎ、屋外で太陽光を浴びすぎなども要注意です。

緑内障の予防　眼圧を高める行為を避ける。例えば「逆立ちなど順に血が上る動作」［ネクタイをきつ

　く締める］「首まわりがきついシャツの着用」などを避けること。その他［長時間うつむいたままの仕

　事八大量のカフェインの摂取･抗うつ剤の服用］なども眼圧を高める可能吐が商いといわれています。

　それに対し、ジョギングやウォーキングなどの軽度な運動は血液が促進され聡王の上昇を訪ぐ上で効

　果的といわれています。

白内障・緑内障簡易チェック

これらのチェック方法は、必ずしも病気の発症を断定するものではありません。

気になる点かおる方は、必ず医師に相談するようにしましょう。

白内障簡易チェック

　・物がかすんで見える。

　・物がぼやけて見える。

　・屋外に出ると、光がまぶしくて見にくい。

　・逆光になると、まぶしくて対象が見えない。

　・夜間の車のヘッドライトがまぶしく感じる。

　・メガネを調整しても文宇などが読みにくい。

　・物が二重や三重に見える。

　・夜間や暗い場所に行くと見えにくくなる。

　・目が疲れやすい。
　・裸眼でも、矯正（メガネなど）でも、視力が不安定。

　・色の鮮やかさを以前より感じられない。

緑内障簡易チェック

　1.まぶたを閉じ、人差し指と中指で両目に同時に触れ、交互に押すと固い感じがする。

　2.明かりを見ると周引こ虻のような光の輪が見える。

　3.目が常に疲れ平すく、頭痛平賀こりも起こる。
　4.目が痛くなりがち、充血しやすい、目がかすか。

　1.および2ハこ当てはまる方は、眼圧が商い可能比があります。

　3.の状態が長期間続くという方は、緑内障の可能腫があります。

　4バこ当てはまる方は、急腫緑内障の可能性があります。
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センター会員募集就業などを通じて枇勁参加しませんか？

シルバー人材センターの会員になるには

○会員の条件

　宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同してい

　ただける方。

○入会方法

入会説明会は毎月第４月曜日13時より開催していますので、事前予約の上ご参加ください。

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2､000円)の納入で会員となります。

　＊ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話でお問い合わせください。

問合せ先：公益社団法人　宝塚市シルバー人材センター

〒665-0827宝塚市小浜２丁目１番1号ＴＥＬ,０７９７(８１)７０００ ＦＡＸ．０７９７(８１)７０４０

ｈｔｔｐ：　／／　ｗｗｗ．ｓＪｃ　－　ｔａｋａｒａｚｕｋａ．ｏｒ．ｊｐ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
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